
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
小菅六雄 比江６６８－３  （電話）５８９－４９７１  （FAX）５８９－６１８４ 
野並享子 北野一丁目７－１０   （電話）５８７－０９８５  （FAX）５８６－１１０２ 

 妊産婦検診が新年度から延べ１０回（１回２５００円）に拡

充されることになりました。日本共産党市議団は昨年の１

２月議会で取り上げ、市に拡充を求めていました。 

「臭くて利用するのはイヤ！早く改修してほしい」と要

望が強かった中主小学校のトイレが改修されます。ま

た、北野小学校体育館屋根や野洲中学校改築のた
め設計費が予算化されました。  

多重債務に苦しむ市民が増加しています。市民生活

相談の体制強化へ、「市民生活相談室」が設置されま

す。日本共産党市議団は、これまでの活動を評価し
つつ、相談活動の体制強化を求めていました。 

● 緊急地震速報を防災無線で通報できるシステムの導入

● 市税をコンビニで収納できるシステムの導入 

● 篠原駅及び駅周辺整備推進のための調査 

http://www.yasusigi.net/ 

 新年度から、「高齢者オムツ費補助」「介護激励金」が、減額されます。市

は、「施策の改善であり、福祉切捨てでない」と言っていますが、「財政改

革」と称し、市民福祉・医療制度の切捨てと負担増が強化されています。 

共産党市議団は「同和行政（予算）の見直し・廃止など、市民の暮らしを

守る予算」を求め、国保税の値上げや福祉・医療の切捨てに反対しました。
 
■ 高齢者オムツ費助成（月１万円を５０００円に減額） 

■ 布団乾燥サービスの廃止 

■ 介護激励金（年３万円を２万円に減額） 

■ 窓口での各証明書（２００円を３００円に値上げ） 
■ 国民健康保険税を１人平均１８３０円値上げ  

 野洲市では、通院で小学校入学まで、入院で中学校

卒業まで完全無料化を実施しています。滋賀県が「財政

改革」で、一部負担増を打ち出しましたが、県民の運動

と議会での反対の高まりで負担増の県予算案を撤回修
正。これまで通り、完全無料化が維持されます。 

３月定例市議会が開催（２月２７日～３月２６日）さ

れました。日本共産党市議団は、福祉・医療、雇用、

農業の切実な願い実現へがんばりました。 

医療大改悪となる後期高齢者医療制度の中止を

要求。しかし、実施のための条例は日本共産党市議

団以外の会派の賛成で決まりました。 

  

高い保険料で、払いたくても払えない人には保険証の取り上げ。さら

に、「過剰な治療は行なわない」として、医療の制限をする、あまりにもヒ

ドイ後期高齢者医療制度です。全国で５００を超える地方議会で、中止

や見直しを求める意見書が採択されています。 
 
野洲市議会でも、市民のみなさんから「後期高齢者医療制度の中止

を求める請願」が提出されました。ところが、豊政会（１５名）・公明党（２

名）、ネットワーク野洲（２名）市民ねっと（１名）が反対しました。 
 
一方、市長が提案した、後期高齢者医療制度を実施するための条

例案でも、「市民ねっと」は、『反対の思いはある』。豊政会は、『世代間

で公平に負担する制度』と“賛美”して賛成。国会では野党４党で、「廃

止法案」を共同提出している民主党ですが、ネットワーク野洲（民主党・

連合）は「後期高齢者医療制度の中止を求める請願」に反対しました。

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

                         

一般会計予算（同和行政継続、介護激励金削減などの市民犠牲） ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
国保税（１人平均１８３０円値上げ）条例改正と同特別会計予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
後期高齢者医療制度を実施するための条例制定 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
安定雇用や税収見込に疑問の誘致企業に固定資産税免除する条例 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
後期高齢者医療制度の中止を求める請願（共産党紹介） ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
道路特定財源一般財源化と暫定税率廃止の意見書（共産党提出） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
道路特定財源の暫定税率維持を求める意見書（豊政会・公明党提出） ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
米兵による女子中学生拉致暴行事件に対する意見書（共産党提出） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
県民犠牲の財政改革を見直し、生活守ることを求める意見書（共産党提出） ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
乳幼児医療費助成制度を国制度として実施を求める意見書（共産党提出） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 
近江ニスコのために設置した橋を不当に安い価格で払い下げる予算 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
全会派・全議員が賛成した案件は３４件です ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

共＝日本共産党市議団（２名）、市＝市民ねっと（３名）、ネ＝ネットワーク野洲（民主党・連合系２名）、公＝公明党（２名）、豊＝豊政会（保守系自民党１５名） 
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後期高齢者医療制
度の実施に伴う条例や
「中止・撤回を求める請
願」が審議されました。 
 差別医療であり、憲
法２５条の生存権も犯
すもので中止以外にな
いと条例に反対、請願
に賛成しました。 
 
環境経済建設常任委員
会、交通対策特別委員会 

 県が子どもの医療費
助成制度で一部負担
を増額させようとしまし
たが、「撤回」され無料
化が維持されました。  
県民の世論と運動で政
治は変えられるという証
明です。引き続き、暮ら
しを守る市政の実現へ
がんばります。 
  
総務常任委員会、議会運
営委員会、治水対策特別
委員会副委員長 

「ネットカフェ難民」が増大。「ワーキングプア」といわれる世帯は４５０万から６００万

にも達しています。働く人全体の約３０％が非正規、そして、２０歳代の若者と女性の

約半数は非正規です。これは財界の要請に沿って、自民党・公明党、民主党の各党

が、「非正規雇用」を拡大させる「労働者派遣法」の改悪を行なったことが原因です。
 
小菅市議は、「非正規労働者の増大は暮らしと将来展望を失わせる。市内企業の

雇用形実態調査をすべき。進出企業に対して、正規雇用を義務づけるための取り決

めが必要である。市役所に、相談専門窓口設置など、市民の暮らしを守り、雇用の改

善へ市の取り組み強化を行なうこと」を求めました。  

 

■市内企業の雇用実

態調査を行い、不安

定雇用（非正規雇用）

改善の取組みを行な

うこと 

 

■食料自給率向上

で、誰もがはげめる農

業を。市農業振興条

例の制定で野洲市農

業を守れ 

輸入自由化や価格保障の削減・廃止、価格市場原理で農業は破壊されていま

す。その結果、農産物の輸入数量は、０２年度は８５年比で２・４倍。国内生産額は８５

年度１１兆２７０８億円が、０３年度には８兆９０１１億円にも落ち込んでいます。野洲市

でも米の場合、０４年度１９億１０００万円が０６年度には１７億６０００万円にまで減少。
 
小菅市議は、「農業破壊は財界とアメリカの意向で進めた「農業構造改革」にある。

自国の食料は自国で自給する食料主権を確立し、多様な担い手を農業の主軸に置

くことが必要である。市の責務を明確にし、野洲市農業の基本目標を定める農業振

興条例を制定すべき」と求めました。 

■景観保全条例の制定を求めました。市長は、「当市の独自性を加味した上
で、景観計画の策定と併せ、景観条例を策定していく」と答弁しました。 

 ４月から市三宅において、野洲病院の医師が産婦人科と小児科を併設した医院を

開業されます。野洲病院で産婦人科医を確保しなければ、お産ができなくなる恐れ

があります。また、小児科の日曜診療も休診となっており、市民に不安が広がってお

り、小児科医の確保も求められています。 
 
 野並市議は、地域医療の中核を担う野洲病院の医療体制や医師確保について質

問しました。市は「産婦人科医は後任を確保し、引き続き２名体制で行う。小児科医

は、１名体制だが、内科医が応援し入院患者の対応をする。日曜診療は無理。今

後、『地域医療推進委員会』で協議している」と答弁しました。 

 

 

■野洲病院で安心し

てお産ができるよう

に。産婦人科・小児科

医師の確保を。日曜

日診療の再開を。 

  改悪された教育基本法に基づき、１０年ぶりに学習指導要領が改定された。ゆとり

教育をやめ、１年生も毎日５時間授業となり、ml、㎗、ℓが３年生から２年生に、小数・

分数が４年生から３年生に。３、４年生で短歌や俳句の暗唱、５，６年生で古文・漢文

の音読などあり、算数や国語嫌いの子どもが増えるのではないかと危惧されます。 
 
また、５年生から英語を導入するが、英会話に堪能な教師はいるのか。さらに各教

科の指導方法まで細かく指示し、チェック体制を取ろうとしている。つめこみ・管理教

育の指導でなく、子どもの実情に応じて、じっくり時間をかけて子どもが楽しく学べる
ようにすべきと求めました。 

日本共産党市議団は、代表質問・一般質問で 
暮らしの切実な願いを届け、実現を求めました 

 

■改正学習指導要領

は低学年には難しい

内容。子どもの実情

に応じた楽しく学べる

授業を 


